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藤
澤
衞
彦
の
伝
説
観
考

│
『
日
本
伝
説
叢
書
』
を
中
心
と
し
て
│

関 

根　

綾 

子

は
じ
め
に

大
正
時
代
、
高
木
敏
雄
と
藤
澤
衞
彦
は
、
伝
説
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
大
阪
の
朝
日
新
聞

社
が
出
版
し
た
『
山
の
伝
説
と
情
話（
１
）』

で
は
、
高
木
敏
雄
、
藤
澤
衞
彦
が

寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
趣
旨
説
明
を
し
た
冒
頭
文
で
は
、「
尚
ほ
『
日

本
伝
説
叢
書
』
の
著
者
藤
澤
衛
彦
、
神
話
学
の
研
究
者
高
木
敏
雄
、
両
氏

に
寄
稿
を
乞
ひ
、本
書
の
巻
頭
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。」
と
記
す
。
翌
年
、

同
社
か
ら
出
版
し
た
『
海
の
伝
説
と
情
話（
２
）』

の
冒
頭
文
で
は
、「
尚
ほ
神
話

伝
説
の
権
威
者
た
る
藤
澤
衛
彦
氏
が
、『
海
洋
伝
説
系
統
と
其
の
環
境
に
就

い
て
』
の
一
篇
を
巻
頭
に
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。」
と
記
し
て
い
る
。

高
木
敏
雄
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
郷
土
研
究
社
か
ら
『
日
本

伝
説
集（
３
）』

を
出
版
し
た
。
こ
の
書
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
が
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
十
二
月
か
ら
「
民
間
伝
説
及
童
話
募
集（
４
）」

の
広
告
を
出

し
、
集
ま
っ
た
伝
説
を
高
木
敏
雄
が
編
纂
し
た
伝
説
集
で
あ
る
。『
日
本
伝

説
集
』
は
、
現
在
で
も
伝
説
研
究
の
上
で
は
欠
か
せ
な
い
書
で
あ
る
。
し

か
し
、
各
地
の
伝
説
を
網
羅
し
て
い
な
い
。

近
代
に
入
り
、
日
本
各
地
の
伝
説
を
最
初
に
ま
と
め
た
の
は
藤
澤
衞
彦

で
あ
る
。
藤
澤
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
に
、『
日
本
伝
説
叢
書

　

北
武
蔵
野
の
巻
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
も
各
地
域
の
伝
説
集
を
出
版

し
た
。
し
か
し
、
藤
澤
衞
彦
の
伝
説
研
究
は
、
日
本
民
俗
学
の
研
究
史
で

は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
５
）。

本
稿
で
は
、
藤
澤
衞
彦
の
伝
説
研
究
を
再
評
価
す
る
た
め
、『
日
本
伝
説

叢
書
』
の
分
類
を
中
心
に
、
藤
澤
の
伝
説
観
を
考
察
す
る
。

一
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
説
明

ま
ず
は
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
説
明
を
す
る
。
発
行
者
と
発
行
所
は
、

日
本
伝
説
叢
書
刊
行
会
、
編
著
者
は
藤
澤
衞
彦
で
あ
る
。

各
巻
の
構
成
は
、
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
が
、
土
地
の
伝
説
に
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ま
つ
わ
る
事
物
の
写
真
、
序
文
、
伝
説
の
解
説
を
し
た
緒
言
、
次
が
目
次
、

伝
説
で
あ
る
。
巻
末
に
は
附
録
と
し
て
「
古
城
址
一
覧
表
」
を
載
せ
て
い

る（
６
）。伝

説
は
、
国
（
県
）
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
郡
の
説
明
、
郡
内
の
伝
説

と
い
う
順
番
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。『
風
土
記
』
と
同
じ
配
列
で
あ
る
。

各
巻
の
書
名
と
発
行
年
月
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、『
北
武
蔵
の
巻
』（
四
月
）、『
阿
波

の
巻
』（
六
月
）、『
信
濃
の
巻
』（
七
月
）、『
上
総
の
巻
』（
十
月
）
で
あ

る
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
は
、『
伊
豆
の
巻
』（
一
月
）、『
播
磨
の
巻
』

（
四
月
）、『
明
石
の
巻
』（
六
月
）、『
佐
渡
の
巻
』（
十
二
月
）、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
は
、『
下
総
の
巻
』（
一
月
）、『
安
房
の
巻
』（
三
月
）、『
讃

岐
の
巻
』（
六
月
）、『
伊
賀
の
巻
』（
七
月
）、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
は
、

『
和
泉
の
巻
』（
九
月
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
続
巻
も
計
画
し
て
い
た
（
７
）。『

日

本
伝
説
研
究
』
第
三
巻
の
「
緒
言
」
で
は
、

然
も
震
災
は
、
一
方
わ
が
努
力
の
「
日
本
伝
説
叢
書
」（
既
巻
十
三
巻
）

を
、
其
刊
行
会
と
未
発
行
十
二
巻
分
の
原
稿
と
共
に
焼
失
せ
し
め
、「
日

本
歌
謡
叢
書
」
又
僅
に
三
巻
を
発
行
し
得
た
の
み
で
続
稿
数
巻
を
焼
失

せ
し
め
て
、
事
業
中
絶
の
余
義
な
き
に
い
た
ら
し
め
た
（
８
）。（
一
頁
）

と
記
す
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
に
よ
り
、

日
本
伝
説
叢
書
刊
行
会
の
発
行
所
と
未
完
の
十
二
巻
分
の
原
稿
が
焼
失
し

た
。
そ
の
た
め
、
続
巻
が
発
行
で
き
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
全
国

の
伝
説
を
網
羅
し
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
を
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
は
、
四
六
判
で
奥
付
で
は
非
売
品
と
記
す
。
書
店
な

ど
で
販
売
し
た
の
で
は
な
く
、
会
員
に
郵
送
す
る
形
で
頒
布
し
て
い
た）

9
（

。

藤
澤
衞
彦
は
後
年
、『
図
説
日
本
民
俗
学
全
集
』
第
一
巻
で
、『
日
本
伝

説
叢
書
』
の
成
り
立
ち
を

「
日
本
伝
説
叢
書
」
は
、
当
時
、
会
員
制
の
も
と
に
領
布
さ
れ
た
。
約

八
百
人
の
会
員
が
、
ま
ず
、「
日
本
伝
説
学
会
」
名
簿
に
記
入
さ
れ
、
そ

の
な
か
か
ら
、
県
別
に
、
問
い
あ
わ
せ
人
を
き
め
た
。
森
林
太
郎
（
鴎

外
）、
喜
田
貞
吉
両
博
士
を
学
会
顧
問
と
し
、
田
中
泰
山
君
を
相
談
役
と

し
て
、
種
別
項
目
を
検
討
し
た）

10
（

。

と
回
顧
す
る
。

こ
の
文
章
の
中
で
名
前
が
出
て
く
る
、
森
鷗
外
と
喜
田
貞
吉
は
、『
日
本

伝
説
叢
書
』
の
巻
末
で
も
顧
問
と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

両
名
の
寄
稿
は
な
い
。
ま
た
、
藤
澤
衞
彦
も
両
名
と
の
つ
な
が
り
を
記
し

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
森
鷗
外
と
喜
田
貞
吉
が
、
ど
の
よ
う
に
『
日
本

伝
説
叢
書
』
に
関
わ
っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

会
員
名
簿
の
存
在
を
記
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
手
に
入
ら
な
い
よ
う

だ
。
藤
澤
衞
彦
が
編
集
し
た
日
本
伝
説
学
会
発
行
『
伝
説
』
に
は
、
会
員

名
簿
が
大
震
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
会
員
は
連
絡
し
て
ほ
し
い
と

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
名
簿
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
会
員
、



25

県
別
の
問
い
合
わ
せ
人
の
名
前
と
具
体
的
な
役
割
、
そ
し
て
『
日
本
伝
説

集
』
の
よ
う
に
会
員
か
ら
伝
説
を
募
集
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
藤
澤
衞
彦
に
話
を
報
告
す
る
人
が
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。『
純
日

本
童
話
集　

第
一
集
』
の
「
ち
よ
ん
き
り
の
ち
よ
ん
さ
ん
」
の
解
説
で
は
、

「
自
分
の
伝
説
叢
書
の
会
員
で
あ
る
八
王
子
の
中
村
成
文
氏
の
生
国
は
、
越

中
国
だ
さ
う
だ
が
、
そ
の
国
の
地
方
で
は
、
継
母
が
、
継
子
を
悪
み
、
実

子
を
愛
す
る
事
か
ら
、
長
い
名
は
長
命
な
ら
し
め
る
と
考
へ
、
実
子
に
長

い
名
を
つ
け
、
継
子
に
は
短
い
名
を
つ
け
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
）
12
（

。」
と
、
日

本
伝
説
叢
書
の
会
員
か
ら
聞
い
た
話
を
記
す
。

ま
た
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
収
録
の
伝
説
で
も
、
話
末
に
報
告
者
名
が
記

さ
れ
て
い
る
話
が
あ
る
。

印
旛
郡
船
穂
村
大
字
船
尾
の
神
官
船
穂
氏
の
家
で
は
、
村
の
氏
神
、
宗

像
神
社
が
御
嫌
ひ
な
さ
る
と
言
ふ
の
で
、
生
薑
を
作
ら
ぬ
。
但
し
他
の

家
で
は
作
る
。
其
神
官
の
分
家
た
る
香
取
秀
眞
氏
の
生
家
で
は
、
生
薑

は
作
る
が
、
玉
蜀
黍
を
作
ら
ぬ
。
玉
蜀
黍
を
作
る
と
、
家
に
不
吉
な
こ

と
が
あ
る
と
言
つ
て
居
る
。
氏
の
父
母
は
隠
居
を
し
、
後
に
別
家
し
た
。

家
が
違
つ
て
居
る
か
ら
差
支
あ
る
ま
い
と
、
母
が
玉
蜀
黍
を
作
つ
た
処

が
、
其
年
の
暮
に
父
が
急
病
で
死
ん
だ
。
母
は
非
常
に
驚
い
た
が
最
早

取
り
か
へ
し
が
付
か
ぬ
。
其
事
は
誰
に
も
話
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、

二
十
幾
年
か
経
た
此
頃
に
な
つ
て
、
始
め
て
秀
眞
氏
に
其
話
を
聞
か
し

た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。（「
香
取
秀
眞
氏
記
」）【『
下
総
の
巻
』「
作
物

禁
忌
」
一
二
一
頁
】

香
取
秀
眞
の
報
告
で
あ
る
。
香
取
家
の
本
家
で
あ
る
船
穂
家
で
は
、シ
ョ

ウ
ガ
を
作
ら
な
い
と
い
う
作
物
禁
忌
と
併
せ
て
、
香
取
家
の
作
物
禁
忌
、

そ
し
て
、
作
っ
て
は
い
け
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
、
報

告
者
の
母
の
話
も
報
告
し
て
い
る
。

伝
説
が
報
告
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
藤
澤
衞
彦
の
元
に
は
、
伝
説
に

関
連
す
る
書
物
も
送
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
こ
の
橋
の
上
に
言
ひ
伝
へ
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
伝
説
に
つ
い

て
、
宮
川
勇
氏
は
、
片
山
寛
氏
の
「
英
文
み
だ
れ
草
」
に
あ
る
も
の
を
、

著
者
に
種
々
の
材
料
と
共
に
報
ぜ
ら
れ
た
。
今
、
暫
く
、
考
証
を
止
め

て
、
水
内
橋
の
人
柱
伝
説
と
し
て
の
、
そ
の
全
文
を
載
せ
て
置
く
。【『
信

濃
の
巻
』「
水
内
橋
」
九
九
頁
】

宮
川
勇
が
片
山
寛
が
著
し
た
『
英
文
み
だ
れ
草）

13
（

』
を
送
っ
て
き
た
と
記

す
。
宮
川
勇
の
よ
う
に
、
地
元
の
伝
説
が
記
載
さ
れ
た
書
物
を
送
っ
て
く

る
人
も
い
た
ら
し
い
。

二
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類

土
地
の
人
に
そ
の
土
地
の
伝
説
を
報
告
し
て
も
ら
う
方
法
は
、
高
木
敏

雄
の
『
日
本
伝
説
集
』
の
採
話
方
法
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
日
本

伝
説
集
』
の
元
と
な
る
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
「
民
間
伝
説
及
童
話
募
集
」
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で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

一 
、
蒐
集
す
べ
き
材
料
は
地
方
的
伝
説
及
び
民
間
童
話
の
二
種
に
し
て

凡
て
口
碑
に
よ
り
て
伝
承
せ
ら
る
ゝ
者
の
み
に
限
る

一 

、
伝
承
は
凡
て
増
減
修
正
を
加
へ
ず
其
儘
に
筆
記
し
て
寄
送
せ
ら
る

べ
し
且
文
体
は
可
成
方
言
其
ま
ゝ
の
談
話
体
を
用
ひ
、
若
し
説
明
を

要
す
べ
き
点
あ
ら
ば
別
に
項
を
設
け
て
必
要
な
る
習
俗
事
実
の
記
事

を
加
へ
ら
る
べ
し

高
木
敏
雄
は
、
口
頭
で
伝
承
さ
れ
た
伝
説
の
み
を
記
録
し
、
付
随
す
る

習
俗
は
別
項
目
に
す
る
よ
う
説
明
す
る
。
し
か
し
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
話
を
見
る
限
り
、
藤
澤
衞
彦
は
、
厳
密
な
規
定
を
設
け

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
類
似
点
は
、
採
話
方
法
だ
け

で
は
な
い
。
大
分
類
の
分
類
名
も
類
似
し
て
い
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
各
巻
の
目
次
に
は
、「（
一
四
三
）
墳
墓
伝
説

（
202
）
千
方
の
塔　

名
賀
郡
矢
持
村
大
字
霧
生
」（『
伊
賀
の
巻
』）
の
よ
う

に
、
巻
内
で
の
通
し
番
号
、
分
類
名
、
カ
ッ
コ
内
に
叢
書
全
体
で
の
分
類

の
番
号
、
伝
説
名
、
伝
説
の
所
在
地
を
記
す
。
最
初
に
発
行
し
た
『
北
武

蔵
の
巻
』
の
「
緒
言
」
で
は
、「
其
最
も
正
確
な
る
分
類
と
、
性
質
形
式
の

解
説
は
、
比
較
研
究
を
も
加
へ
て
、
別
に
一
書
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
つ

て
ゐ
る
。」
と
、
後
に
別
書
で
分
類
と
解
説
を
す
る
と
記
し
て
い
る
。
し
か

し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
刊
行
は
中
断
さ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
別
冊
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
巻
の
目
次
で

挙
げ
た
分
類
名
（
小
分
類
と
す
る
│
筆
者
注
。
表
一
で
は
（　

）
に
入
れ

る
）
を
、
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
、『
日
本
の
俗
謡
）
14
（

』
の
巻
末
の
『
伝
説
叢
書
』
の
広
告
に
掲
載
さ
れ
た

「
内
容
分
類
の
総
項
目
」
か
ら
、
藤
澤
衞
彦
の
考
え
を
読
み
解
く
こ
と
が
出

来
る
。

『
日
本
の
俗
謡
』
所
収
の
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
分
類
と
『
日
本
伝
説
集
』

の
分
類
を
比
較
検
討
す
る
。

【
表
１
】『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類

藤
澤
衞
彦
『
日
本
伝
説
叢
書
』
※
（
ａ
）
高
木
敏
雄
『
日
本
伝
説
集
』
※
（
ｂ
）

1
説
明
伝
説
（
起
原
・
地
名
・
事
物
・
時

代
・
天
然
・
神
話
的
・
人
間
・
動
物
）
（
1
）
説
明
神
話
的
伝
説

2
神
話
的
伝
説
（
諸
神
出
現
・
活
動
・
治

水
・
神
戦
・
神
婚
・
妖
怪
退
治
）

（
1
）
説
明
神
話
的
伝
説
、（
16
）
神

婚
伝
説
（
甲　
豊
玉
姫
式
神
婚
伝
説
、

乙　
弟
日
姫
子
式
神
婚
伝
説
、
丙　
精

霊
伝
説
、
丁　
三
輪
山
式
神
婚
伝
説
）

3
開
闢
伝
説
（
開
闢
・
陸
地
出
現
・
陥
没
・

橋
杙
・
神
跡
※
（
ｃ
））

（
18
）
縁
起
伝
説
（
戊　

神
跡
伝
説
）

4
巨
人
伝
説
（
巨
人
説
明
・
巨
人
出
現
・

太
太
法
師
・
足
跡
・
手
痕
）

（
2
）
巨
人
伝
説
及
両
岳
背
競
伝
説

（
甲　

大
太
法
師
伝
説
）

5
英
雄
伝
説
（
説
明
・
出
生
・
自
盡
・
徘

徊
・
隠
遁
・
戦
争
・
妖
怪
）

（
13
）
英
雄
伝
説

6
美
人
伝
説
（
貞
操
・
処
女
・
受
胎
・
船

橋
・
妻
争
・
小
町
式
・
咲
耶
姫
式
）

（
14
）
妻
争
伝
説
・（
15
）
船
橋
伝
説

7
天
女
伝
説
（
羽
衣
・
天
女
・
乙
姫
・
機

姫
・
星
姫
・
佐
保
姫
・
虹
姫
）

（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説
（
丙　

竜

宮
伝
説
及
機
姫
伝
説
〔
二　

機
姫
伝

説
〕）
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8
長
者
伝
説
（
長
者
址
・
出
現
成
功
・
陥

落
不
成
功
・
日
輪
招
戻
・
如
意
宝
珠
・

金
紐
・
宝
競
・
埋
金
・
柩
持
込
・
民
間

運
命
信
仰
）

（
6
）
城
跡
伝
説
及
長
者
伝
説
（
乙　

長
者
伝
説
）

9
金
鶏
呪
咀
伝
説
（
財
宝
呪
咀
・
竜
宮
・

血
餅
・
金
縛
）

（
7
）
金
鶏
呪
咀
伝
説

10
九
十
九
伝
説
（
妨
碍
・
天
邪
鬼
・
鶏
啼
・

物
争
・
力
競
）

（
3
）
九
十
九
伝
説

11
宗
教
的
伝
説
（
縁
起
・
霊
跡
・
高
僧
伝
・

再
生
・
教
化
・
霊
杖
・
崇
罰
※
（
ｄ
）・

呪
咀
）

（
18
）
縁
起
伝
説
（
甲　
宗
教
的
縁
起

伝
説
）・（
19
）
民
間
信
仰
篇
（
甲　

呪
咀
伝
説
）

12
祭
神
伝
説
（
諸
神
説
明
・
縁
起
・
神
跡
・

人
文
祖
神
・
邪
神
・
福
神
・
崇
罰
）

（
18
）
縁
起
伝
説
（
戊　

神
跡
伝
説
）

13
犬
神
及
猿
神
伝
説
（
犬
神
・
猿
神
退
治
・

義
犬
塚
・
動
物
報
恩
・
人
狼
）

（
12
）
犬
神
伝
説
及
人
狼
伝
説
（
甲

　

犬
神
伝
説
、
乙　

人
狼
伝
説
）・

（
17
）
義
犬
塚
一
名
猿
神
退
治
伝
説

14
鬼
魔
伝
説
（
鬼
・
鬼
女
・
天
邪
鬼
・
鬼

賊
・
鬼
神
・
天
狗
・
魔
女
・
魔
神
）

※
（
12
）
犬
神
伝
説
及
人
狼
伝
説

（
乙　
人
狼
伝
説
）
に
「
イ　

弥
三
郎

婆
」
と
い
う
題
で
、
鬼
女
伝
説
が
収
録

15
妖
怪
変
化
伝
説
（
妖
怪
退
治
・
魑
魅
魍

魎
・
通
り
魔
・
怪
獣
・
妖
鳥
・
怪
魚
）

16
怪
奇
伝
説
（
七
不
思
議
・
人
影
・
化
身
・

蛇
身
・
分
身
・
痣
鯨
・
火
柱
・
怪
火
・

怪
光
・
魔
水
）

※
（
19
）
民
間
信
仰
篇
（
乙　

怨
霊

伝
説
〔
一　
怨
霊
伝
説
〕）
に
「
ニ　

血
の
池
」
と
い
う
題
で
、
火
玉
伝
説

が
収
録

17
山
姥
伝
説
（
山
父
・
山
姥
・
山
童
・
山

男
・
髭
坊
主
・
毛
坊
主
）

※
（
13
）英
雄
伝
説
に「
ロ　
枕
木
山
」

と
い
う
題
で
、
山
姥
伝
説
が
収
録

18
幽
霊
伝
説
（
怨
霊
・
報
恩
・
依
頼
・
子

育
・
生
霊
・
死
霊
・
人
魂
・
泣
声
）

（
19
）
民
間
信
仰
篇
（
乙　

怨
霊
伝

説
）

19
人
柱
伝
説
（
人
柱
・
身
代
・
人
身
御
供
・

贅
供
・
人
身
生
埋
）

（
20
）
人
柱
伝
説

20
城
跡
伝
説
（
城
跡
・
居
所
・
城
将
・
戦

争
・
守
護
神
・
落
城
・
白
旗
・
白
鳩
・

旗
立
・
武
器
）

（
6
）
城
跡
伝
説
及
長
者
伝
説
（
甲　

城
跡
伝
説
）

21
白
馬
伝
説
（
白
馬
・
神
馬
・
白
馬
白
装

束
・
名
馬
・
馬
蹄
跡
）

※
（
６
）
城
跡
伝
説
及
長
者
伝
説

（
甲　

城
跡
伝
説
）
に
「
ニ　

白
馬

白
装
束
」
の
題
で
、
白
馬
白
装
束
伝

説
が
収
録

22
墳
墓
伝
説
（
墳
墓
・
物
塚
・
糠
塚
・
比

翼
塚
・
貝
塚
）

23
古
穴
伝
説
（
人
穴
・
抜
穴
・
底
無
・
怪

住
・
岩
戸
・
風
穴
・
椀
貸
穴
・
宝
庫
）
（
8
）
椀
貸
穴
伝
説
・（
9
）
抜
穴
伝

説

24
天
界
神
話
（
太
陽
・
月
陰
・
星
辰
・
雷

電
・
風
雲
・
雨
雪
・
虹
）

25
水
界
神
話
（
水
神
・
湧
泉
・
霊
水
・
名

水
・
潮
吹
・
渦
巻
・
水
無
瀬
・
波
女
男

波
）

（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説

26
竜
宮
伝
説
（
竜
宮
・
浦
島
式
・
水
底
機

織
・
蜃
気
楼
）

（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説
（
丙　

竜

宮
伝
説
及
機
姫
伝
説
〔
一　

竜
宮
伝

説
〕）

27
養
老
伝
説
（
養
老
・
子
也
清
水
・
酒
泉
）
※
（
18
）
縁
起
伝
説
（
丙　

湧
泉
伝

説
）
に
「
ホ　

孝
行
水
」
の
題
で
、

養
老
伝
説
が
収
録

28
姥
捨
伝
説
（
棄
老
・
姥
捨
）

29
八
百
比
丘
尼
伝
説
・
人
魚
伝
説
・
仙
神

伝
説
（
徐
福
式
・
入
唐
）

30
河
童
伝
説
（
河
童
・
河
童
薬
・
河
童
駒

引
）

（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説
（
甲　

水

界
神
話
的
伝
説
〔
三　

河
童
伝
説
〕）

31
山
岳
伝
説
（
山
岳
出
現
・
精
霊
・
両
岳

背
競
・
戦
争
・
双
子
山
・
変
態
）

（
2
）
巨
人
伝
説
及
両
岳
背
比
伝
説

（
乙　

両
岳
背
比
競
伝
説
）

32
湖
沼
伝
説
（
出
現
・
主
・
湖
沼
退
治
・

姥
池
・
鞍
掛
沼
・
竜
蛇
・
人
蛇
・
物
影
・

投
身
・
片
目
魚
）

（
10
）
沈
鐘
伝
説
（
丙　

鞍
掛
沼
伝

説
）・（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説
（
甲

　

水
界
神
話
的
伝
説
〔
一　

竜
蛇
伝

説
〕、
乙　
湖
沼
伝
説
〔
一　
人
沼
伝

説
〕、〔
二　

人
蛇
伝
説
〕）・（
19
）
民

間
信
仰
篇
（
乙　

怨
霊
伝
説
〔
二　

姥
池
伝
説
〕）
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33
沈
鐘
伝
説
（
沈
鐘
・
泣
声
・
捨
鐘
）

（
10
）
沈
鐘
伝
説
（
甲　

純
粋
沈
鐘

伝
説
、
乙　

変
形
沈
鐘
伝
説
）

34
岩
石
伝
説
（
化
石
・
奇
石
・
力
石
・
子

持
石
・
霊
石
・
成
長
・
神
石
・
陰
陽
・

呪
痕
・
石
芋
・
石
泣
）

（
5
）
石
伝
説

35
草
木
伝
説
（
巨
木
・
神
木
・
霊
木
・
精

霊
・
怪
草
・
霊
禾
・
御
木
・
森
林
・
二
木

木
・
名
木
・
杖
立
・
箒
木
・
飛
木
・
目

標
・
何
ぢ
や
も
ん
ぢ
や
・
片
葉
・
筆
塚
）

（
4
）
樹
木
伝
説
（
甲　

巨
木
伝
説
、

乙　

二
本
木
伝
説
及
杖
立
伝
説
、

丙　

縁
起
伝
説
、
丁　

箒
木
伝
説
）

36
民
間
説
話
的
伝
説
（
口
碑
・
童
話
・
お

国
自
慢
・
頓
智
・
薄
馬
鹿
・
夢
・
化
さ

れ
・
人
喚
・
魔
術
的
・
秘
授
・
歌
謡
・

俚
諺
説
明
・
民
間
信
仰
・
風
俗
・
禁
呪

卜
占
・
治
療
・
揃
毛
）

（
19
）
民
間
信
仰
篇
（
甲　

呪
咀
伝

説
、
乙　

怨
霊
伝
説
〔
一　

怨
霊
伝

説
〕、〔
二　

姥
池
伝
説
〕、
丙　

雑
）・

（
21
）
民
間
説
話
篇

37
天
然
伝
説
（
動
物
譬
喩
・
動
物
戦
争
・

化
生
・
変
身
・
屍
体
・
植
物
譬
喩
）

（
22
）
天
然
伝
説
・（
23
）
准
天
然
伝

説

38
史
伝
的
伝
説
（
史
伝
的
・
稗
史
伝
的
・

逸
話
的
・
御
幸
・
歌
舞
伎
）

39
特
種
動
物
伝
説
（
鰐
・
百
足
・
犀
・
蛸
・

蟹
・
猫
・
鼬
・
蜘
蛛
・
狸
）

（
11
）
水
界
神
話
的
伝
説
（
甲　

水

界
神
話
的
伝
説
〔
二　

蜘
蛛
伝
説
〕）

40
音
楽
的
伝
説
（
秘
授
・
笛
伏
・
鸚
鵡
式
・

山
彦
・
馬
鹿
囃
子
）

41
器
物
伝
説
（
器
物
精
霊
・
鏡
・
劔
・
曲

玉
）

※
（
ａ
） 「
1　
説
明
伝
説
」
な
ど
最
後
に
伝
説
が
つ
く
も
の
を
大
分
類
、（　

）

内
の
分
類
を
小
分
類
と
す
る
。

※
（
ｂ
） 「
2　
巨
人
伝
説
及
両
岳
背
競
伝
説
」
な
ど
、
最
初
に
数
字
が
つ
く
も
の

を
大
分
類
、
甲
、
乙
が
つ
く
も
の
を
小
分
類
と
す
る
。

※
（
ｃ
）「
神
跡
」
は
、「
開
闢
伝
説
」
と
「
祭
神
伝
説
」
に
あ
る

※
（
ｄ
）「
崇
罰
」
は
、「
宗
教
的
伝
説
」
と
「
祭
神
伝
説
」
に
あ
る

並
べ
て
み
る
と
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類
名

が
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、

藤
澤
衞
彦
は
、『
日
本
伝
説
集
』
を
参
考
に
し
て
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の

分
類
を
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る）

15
（

。

全
体
的
に
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
方
が
分
類
が
細
か
い
。
そ
し
て
、『
日

本
伝
説
集
』
で
は
、
第
十
一　

水
界
神
話
的
伝
説
↓
（
甲
）
水
界
神
話
的

伝
説
・（
乙
）
湖
沼
伝
説
・（
丙
）
竜
宮
伝
説
及
機
姫
伝
説
の
よ
う
に
、
総

括
的
な
分
類
か
ら
具
体
的
な
分
類
へ
と
、
系
統
づ
け
て
分
類
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、
総
括
的
な
伝
説
名
の
「
宗
教
的
伝
説
」

と
具
体
的
な
「
河
童
伝
説
」
を
、
と
も
に
大
分
類
と
し
て
い
る
な
ど
、
両

書
の
分
類
の
項
目
立
て
が
異
な
る
点
も
あ
る
。

Ａ　

 『
日
本
伝
説
叢
書
』と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類
名
は
同
じ
だ
が
、

概
念
が
異
な
る
分
類

 『
日
本
伝
説
叢
書
』、『
日
本
伝
説
集
』
と
も
に
、「
民
間
説
話
的
伝
説
」

（
36
）〈『
日
本
伝
説
叢
書
』
広
告
の
番
号
。
以
下
同
じ
〉、「
天
然
伝
説
」

（
37
）
を
大
分
類
に
項
目
立
て
し
て
い
る
。（
な
お
、
高
木
敏
雄
は
「
民
間

説
話
篇
」
と
名
づ
け
る
。「
伝
説
」
は
つ
い
て
い
な
い
が
「
民
間
説
話
的
伝

説
」
と
「
民
間
説
話
篇
」
は
類
似
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
概
念
は
異
な
る
）。

高
木
敏
雄
は
「
著
者
に
よ
る
解
説
」
で
、「
古
屋
の
漏
」
な
ど
の
昔
話
を

「
天
然
伝
説
」
に
分
類
し
て
伝
説
集
に
収
録
し
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
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動
植
物
の
起
原
や
形
態
を
説
明
す
る
説
話
は
、
厳
正
な
意
味
に
於
て
の

伝
説
で
な
く
、
寧
ろ
民
間
童
話
の
一
種
と
見
る
方
が
適
当
で
あ
る
か
も

知
れ
ぬ
。
動
物
譬
喩
譚
一
名
鳥
獣
譬
喩
譚
は
、
全
然
童
話
の
部
に
属
す

る
形
式
で
あ
る
。
併
し
実
際
の
例
に
就
て
見
る
と
、
同
じ
天
然
伝
説
の

中
に
も
、
神
話
や
伝
説
に
附
随
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。（
二
七
三
頁
）

「
古
屋
の
漏
」
な
ど
の
動
物
譬
喩
譚
は
、
形
式
と
し
て
は
童
話
（
昔
話
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
動
物
譬
喩
譚
は
、
猿
の
尻
尾
が
短
い
理
由
、
フ
ク
ロ

ウ
が
昼
間
に
活
動
し
な
い
理
由
な
ど
、
鳥
獣
の
由
来
と
し
て
伝
説
や
神
話

に
付
随
す
る
。
そ
の
た
め
、
伝
説
と
し
て
収
録
し
た
と
説
明
す
る
。
高
木

敏
雄
は
「
伝
説
」
と
「
昔
話
」（
高
木
の
い
う
「
童
話
」）
の
違
い
を
意
識

し
つ
つ
も
、
鳥
や
動
物
の
由
来
に
つ
な
が
る
「
昔
話
」
を
伝
説
集
に
収
録

し
た
。
そ
の
他
の
「
民
間
説
話
篇
」
に
収
録
し
た
話
で
も
、「
越
中
国
で
は
、

『
門
家
の
婆
々
に
も
用
が
あ
る
』
と
云
ふ
俚
諺
が
あ
る
」（
二
二
六
頁
）
の

よ
う
に
、
由
来
に
関
す
る
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、
昔
話
だ
け
で
は
な
く
、
笑
話
、
世

間
話
な
ど
、
土
地
や
家
、
由
来
に
結
び
つ
か
な
い
話
、
俗
信
、
年
中
行
事
、

神
事
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
な
い
土
地
の
伝
承
、
民
謡
な
ど
も
「
民

間
説
話
」
に
分
類
し
て
い
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
「
民
間
説
話
的
伝
説
」
で
の
範
囲
は
、
雑
然
と
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時
代
が
関
係
し
て
い
る
。
大

正
時
代
で
は
、
ま
だ
「
伝
説
」
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

柳
田
国
男
は
『
伝
説
）
16
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』
の
冒
頭
で
、「
伝
説
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
は

じ
め
た
時
期
を
述
べ
る
。

伝
説
が
一
つ
の
日
本
語
と
し
て
通
用
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
ほ
ん
の

近
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
こ
の
言
葉
を
以
て
呼
ん
で
居
る
言
ひ
伝

へ
は
、
無
論
い
つ
と
も
知
れ
な
い
大
昔
か
ら
あ
り
、
一
方
に
は
又
文
字
を

識
つ
た
人
た
ち
は
、
伝
説
と
い
ふ
語
を
時
々
は
使
つ
て
居
た
の
だ
が
、
そ

れ
が
今
日
我
々
の
い
ふ
「
伝
説
」
ば
か
り
を
、
言
ひ
表
は
す
も
の
と
も
き

め
て
は
居
な
か
つ
た
。
四
十
年
ほ
ど
以
前
、
高
木
敏
雄
氏
と
其
友
人
な
ど

が
、
頻
り
に
こ
の
問
題
を
論
じ
た
際
に
、
始
め
て
独
逸
語
で
ザ
ァ
ゲ
、
仏

蘭
西
語
で
レ
ジ
ャ
ン
ド
と
い
ふ
語
と
ほ
ゞ
近
い
意
味
に
、
こ
の
「
伝
説
」

の
文
字
を
用
ゐ
、
そ
れ
が
又
忽
ち
に
全
国
の
口
言
葉
に
も
な
つ
た
の
で
あ

る
。
高
木
氏
の
書
い
た
も
の
は
、『
日
本
神
話
伝
説
の
研
究
』
と
い
ふ
本

に
大
よ
そ
纏
め
ら
れ
て
居
る
。同
じ
人
は
又
東
京
朝
日
新
聞
に
頼
ま
れ
て
、

其
頃
ち
や
う
ど
全
国
か
ら
募
集
し
た
伝
説
の
選
者
と
な
り
、
後
に
そ
れ
を

整
理
し
て
一
冊
の
本
に
し
て
世
に
送
つ
た
。
是
が
伝
説
の
興
味
を
我
邦
に

普
及
さ
せ
た
と
共
に
、
自
然
に
こ
の
言
葉
の
限
界
を
き
め
る
結
果
に
も
な

つ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
先
づ
活
き
た
証
人
で
あ
る
。
但
し
其
範
囲
は
僅

か
ば
か
り
、
我
々
の
考
へ
て
居
る
と
こ
ろ
と
違
つ
て
居
る
の
だ
が
、
そ
れ

を
討
究
す
る
ま
で
に
ま
だ
世
間
の
関
心
は
進
ん
で
居
な
い
。
さ
う
し
て

た
ゞ
こ
の
一
つ
の
日
本
語
だ
け
が
、
む
や
み
と
国
中
に
取
囃
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。（
四
五
五
頁
）

「
伝
説
」
と
い
う
言
葉
は
、
大
昔
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
概
念
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と
は
違
う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
。
現
在
の
「
伝
説
」
の
概
念
は
、
高
木

敏
雄
が
ド
イ
ツ
語
の
ザ
ア
ゲ
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
レ
ジ
ャ
ン
ド
と
類
似
し
た

意
味
で
「
伝
説
」
を
使
い
始
め
て
か
ら
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、「
伝
説
」

の
範
囲
に
は
二
種
類
あ
る
と
説
明
す
る
。

事
実
を
有
る
が
ま
ゝ
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
日
本
で
は
伝
説
と
い
ふ
言
葉

を
、
人
に
よ
つ
て
今
で
も
ま
だ
広
く
又
は
狭
く
用
ゐ
て
居
る
の
で
あ
る
。

広
い
と
い
ふ
の
は
す
べ
て
の
前
代
か
ら
の
語
り
伝
へ
、
口
で
人
々
が
暗

記
し
て
居
る
も
の
は
申
す
に
及
ば
ず
、
か
は
つ
た
信
仰
や
行
事
な
ど
の
、

問
へ
ば
何
と
か
説
明
し
て
く
れ
る
も
の
も
、
皆
伝
説
だ
と
す
る
見
方
で

あ
る
。
是
に
対
し
て
そ
の
伝
承
の
ほ
ん
の
一
種
類
、
し
か
も
我
邦
に
限

つ
て
特
殊
に
発
達
し
、
且
つ
途
方
も
無
く
豊
富
に
隅
々
ま
で
分
布
し
て

居
る
語
り
方
の
も
の
だ
け
を
、
伝
説
と
謂
は
う
と
す
る
狭
い
解
釈
が
あ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
さ
う
い
つ
迄
も
両
々
対
立
し
て
居
る
わ
け

に
行
か
ぬ
為
で
あ
ら
う
か
、
輪
廓
は
幾
分
か
ぼ
や
け
て
は
居
る
が
近
頃

の
口
言
葉
で
は
、
追
々
に
後
の
方
に
統
一
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
傾
き
が

見
え
る
。
さ
う
し
て
自
分
が
爰
で
考
へ
て
見
た
い
の
も
、
や
は
り
そ
の

狭
い
意
味
の
「
伝
説
」
の
方
な
の
で
あ
る
。（
四
五
六
頁
）

「
伝
説
」
の
範
囲
に
は
、
広
義
と
狭
義
の
解
釈
が
あ
る
と
説
明
す
る
。
箇

条
書
き
す
る
と
、

広
義
の
解
釈
…
信
仰
や
行
事
も
含
む
、
土
地
の
伝
承
全
般

狭
義
の
解
釈
… 

日
本
で
発
達
し
、
日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
語
り
物

と
な
る
。
柳
田
国
男
は
、
狭
義
の
解
釈
が
「
伝
説
」
だ
と
考
え
、「
伝
説
」

の
概
念
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た）

17
（

。
反
対
に
、
藤
澤
衞
彦
は
、
広
義
の
意
味

で
「
伝
説
」
を
捉
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
昔
話
や
世
間
話
、
俗
信
や
民

謡
な
ど
、
幅
広
い
土
地
の
伝
承
を
包
括
し
て
「
伝
説
」
だ
と
捉
え
、「
民
間

説
話
的
伝
説
」
に
分
類
し
た
。

Ｂ　
『
日
本
伝
説
叢
書
』と『
日
本
伝
説
集
』で
項
目
立
て
が
異
な
る
分
類

分
類
名
は
同
じ
で
あ
る
が
、大
分
類
か
小
分
類
か
で
異
な
る
分
類
が
あ
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、「
宗
教
的
伝
説
」（
11
）、「
祭
神
伝
説
」（
12
）、

「
幽
霊
伝
説
」（
18
）、「
竜
宮
伝
説
」（
26
）、「
河
童
伝
説
」（
30
）、「
湖
沼

伝
説
」（
32
）
と
大
分
類
に
し
て
い
る
が
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
大
分
類

に
は
な
い
。「
第
十
八　

縁
起
伝
説
（
甲　

宗
教
的
縁
起
伝
説
）」
の
よ
う

に
、
小
分
類
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、「
神
話
的
伝
説
」（
2
）、「
古
穴
伝
説
」（
23
）
は
、『
日

本
伝
説
集
』
の
方
が
細
か
い
分
類
を
し
て
い
る
。『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は

「
神
話
的
伝
説
」
の
小
分
類
で
あ
る
「
神
婚
」
を
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、

「
第
十
六　

神
婚
伝
説
」
と
大
分
類
に
し
て
い
る
。『
日
本
伝
説
叢
書
』
の

「
古
穴
伝
説
」（
23
）
も
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、「
第
八　

椀
貸
穴
伝
説
」、

「
第
九　

抜
穴
伝
説
」
と
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

「
英
雄
伝
説
」（
5
）
は
、『
日
本
伝
説
叢
書
』、『
日
本
伝
説
集
』
と
も
に
、

大
分
類
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、「
英
雄
伝
説
」（
説

明
、
出
生
、
自
尽
、
徘
徊
、
隠
遁
、
戦
争
、
妖
怪
）
と
、
モ
チ
ー
フ
に
よ
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り
細
か
く
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、「
第
十
三　

英
雄
伝
説
」
と
分
類
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
「
美
人
伝
説
」（
6
）
は
（
貞
操
、
処
女
、
受
胎
、

船
橋
、
妻
争
、
小
町
式
、
咲
耶
姫
式
）
と
、「
英
雄
伝
説
」
と
同
じ
く
、
モ

チ
ー
フ
で
細
か
く
分
類
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
女
の
伝
説
で
あ
る
。

『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
小
分
類
の
中
の
、「
第
十
四　

妻
争
伝
説
」
と
「
第
十
五　

船
橋
伝
説
」
を
大
分
類
に
し
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、「
イ　

竜
尾
男
鹿
の
神
軍
」、「
ロ　

早
池
峯
山
、
岩
手
山
、
姫
神
岳
」
と
、
山
を
擬
人
化
し
た
伝
説
も
「
妻
争

伝
説
」
に
分
類
し
て
い
る
。

Ｃ　
『
日
本
伝
説
叢
書
』
だ
け
の
分
類

『
日
本
伝
説
叢
書
』
に
は
、『
日
本
伝
説
集
』
に
は
な
い
分
類
名
が
あ
る
。

「
妖
怪
変
化
伝
説
」（
15
）、「
墳
墓
伝
説
」（
22
）、「
天
界
神
話
」（
24
）（『
日

本
伝
説
叢
書
』
広
告
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
説
は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
）、「
姥
捨
伝
説
」（
28
）、「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」（
29
）、「
史
伝
的
伝
説
」

（
38
）、「
音
楽
的
伝
説
」（
40
）、「
器
物
伝
説
」（
41
）
で
あ
る
。「
妖
怪
変

化
伝
説
」、「
姥
捨
伝
説
」、「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」、「
音
楽
的
伝
説
」、「
器

物
伝
説
」
は
、『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、
伝
説
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
に

分
類
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、「
墳
墓
伝
説
）
18
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」
と
「
史
伝
的
伝
説
」
は
、
現
在
の
「
伝
説
」
の

概
念
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
分
類
は
、
藤
澤
衞
彦
が
、
独
自

に
項
目
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

藤
澤
衞
彦
の
考
え
が
反
映
さ
れ
た
「
墳
墓
伝
説
」
と
「
史
伝
的
伝
説
」

を
考
察
す
る
。

高
木
敏
雄
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」（
明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
八
日
）
の

「
民
間
伝
説
及
び
童
話
募
集
」
の
紙
面
で
、
福
島
Ｘ
生
の
質
問
に
対
し
、
伝

説
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

民
間
伝
説
の
材
料
御
地
方
に
沢
山
有
之
候
由
何
卒
頂
戴
仕
た
く
候
但
し

御
た
づ
ね
の
義
民
太
郎
右
衛
門
の
話
の
如
き
は
所
謂
実
録
小
説
の
範
囲

に
属
す
べ
き
も
の
に
は
無
之
歟
と
存
候
今
度
蒐
集
を
思
立
候
民
間
伝
説

は
既
に
国
民
全
体
の
所
有
と
成
り
た
る
国
民
伝
説
や
歴
史
的
実
録
の
類

と
異
り
一
地
方
の
山
川
湖
沼
叢
林
原
野
人
物
風
習
典
礼
な
ど
に
関
し
て

口
碑
に
存
ず
る
伝
説
の
義
に
て
委
細
の
こ
と
は
茲
に
述
べ
が
た
く
候
へ

ば
近
日
中
よ
り
発
表
仕
候
実
例
に
て
御
了
解
願
上
候
併
し
例
の
義
民
の

こ
と
も
其
筋
だ
け
簡
単
に
承
り
た
く
候

「
義
民
太
郎
右
衛
門
の
話
」
は
実
録
小
説
の
た
め
、
募
集
し
て
い
る
伝
説

と
は
異
な
る
と
説
明
す
る
。
福
島
Ｘ
生
の
質
問
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、「
義
民
太
郎
右
衛
門
の
話
」
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。
回
答
で
、
話

の
粗
筋
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
高
木
敏

雄
も
話
の
筋
が
不
明
の
ま
ま
、「
義
民
太
郎
右
衛
門
の
話
」
を
伝
説
で
は
な

い
と
答
え
た
と
推
測
で
き
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、
義
民
に
関
す
る
話
は
、「
史
伝
的
伝
説
」（
史
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伝
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」（
史
伝
）【『
佐
渡
の
巻
』「
本
間
太
郎
右
衛
門
の
墓
」
二
四
〇
頁
】

　

佐
渡
三
堂
の
一
つ
、
二
宮
村
大
字
山
田
の
宗
念
堂
（
御
維
新
迄
、
三
千

刈
の
領
地
が
あ
つ
た
。）
の
境
内
に
、
昔
の
山
田
村
の
中
使
（
後
、
名
主

と
改
め
ら
る
。）
で
、
宝
暦
二
年
七
月
十
八
日
一
に
強
訴
の
罪
に
問
は
れ

て
斬
に
処
せ
ら
れ
た
本
間
太
郎
右
衛
門
の
墓
と
い
ふ
物
が
あ
る
。（
別
に

八
幡
村
大
字
八
幡
小
字
辰
巳
【
た
つ
み
】
に
も
、
そ
の
記
念
碑
が
建
つ
て

ゐ
る
。）
太
郎
右
衛
門
の
名
は
、
昔
の
雑
太
郡
山
田
村
の
著
姓
で
、
彼
又

中
使
の
職
を
襲
い
で
太
郎
右
衛
門
と
な
り
、
元
文
元
年
、
官
に
請
う
て
、

八
幡
村
の
う
ち
の
荒
原
を
開
墾
し
て
、
新
村
を
開
き
、
辰
巳
村
と
名
け
て
、

こ
れ
に
移
住
し
、
別
に
一
家
を
な
し
た
が
、
延
享
・
寛
延
の
凶
作
に
、
然

も
柵
米
の
年
増
を
歎
き
、
国
民
の
重
税
苛
役
を
救
は
ん
と
、
屡
々
其
軽
減

を
奉
行
所
に
嘆
願
し
て
容
れ
ら
れ
ず
、
秘
か
に
同
志
と
謀
つ
て
、
全
国
の

名
主
を
会
し
、
減
粗
・
減
税
の
事
を
、
幕
府
に
哀
訴
せ
ん
こ
と
を
協
議
し
、

自
ら
願
書
を
草
し
、
惣
代
五
人
を
携
へ
て
江
戸
に
出
で
、
之
を
幕
府
に
上

ら
し
め
た
と
こ
ろ
、
幕
府
は
直
に
之
を
容
れ
、
奉
行
を
免
じ
、
属
吏
数
十

人
を
処
刑
し
、
大
に
国
政
を
改
革
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
太
郎
右
衛
門
も
、

亦
、
結
党
強
訴
の
罪
法
の
免
す
べ
き
所
で
な
い
と
、
彼
も
亦
斬
に
処
せ
ら

れ
た
の
で
あ
つ
た
。（
相
川
太
郎
右
衛
門
の
婿
の
項
参
照
。）「
佐
渡
四
民

風
俗
」
に
、
次
の
記
録
が
残
つ
て
ゐ
る
。
…
以
下
略
…
。

例
と
し
て
、
幕
府
に
強
訴
し
た
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
、
本
間
太
郎
右
衛

門
の
話
を
挙
げ
た
が
、「
史
伝
的
伝
説
」（
史
伝
）
は
、
す
べ
て
土
地
に
実

在
し
た
人
物
の
経
歴
、
逸
話
で
あ
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」（
稗
史
）【『
伊
豆
の
巻
』「
為
朝
古
跡
」
三
八
二
頁
】

　

大
島
は
、
鎮
西
八
郎
為
朝
が
、
保
元
の
役
後
、
臂
筋
を
断
ち
切
ら
れ

て
、
十
八
歳
に
し
て
配
流
に
な
つ
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
そ
の
古
跡
を
存

し
て
ゐ
る
。
配
流
後
は
、
大
島
の
司
三
郎
太
夫
忠
重
を
服
し
て
、
其
娘

簓
江
を
妾
と
し
て
、
為
丸
（
後
、
島
冠
者
為
朝
。）・
朝
雅
（
後
に
、
足

利
義
康
の
養
子
と
な
り
、
足
利
太
郎
義
包
と
い
ふ
。）
島
君
の
三
人
を
生

し
、
女
護
が
島
（
八
丈
島
。
又
、
新
島
。）
に
渡
つ
て
は
、
草
履
の
縁

（
此
島
の
入
江
に
処
女
の
草
履
を
出
し
置
き
、
島
に
渡
る
男
子
の
履
け
る

に
ま
か
し
て
、
そ
の
夫
さ
だ
め
を
す
る
。）
に
よ
つ
て
、
烈
婦
長
女
を
妾

と
し
て
、
こ
ゝ
に
太
郎
丸
・
次
郎
丸
の
二
子
を
生
し
た
。
か
く
て
、
大

島
を
始
め
、
三
宅
・
八
丈
・
美
針
・
漢
の
五
島
を
渡
り
統
べ
、
遂
に
は
、

琉
球
を
威
服
し
て
、
痛
快
な
十
年
を
送
る
う
ち
に
、
租
税
奪
掠
の
罪
に

問
な
れ
て
、
嘉
応
二
年
に
、
伊
豆
介
の
襲
撃
に
逢
つ
た
。
此
時
、
為
朝

は
、
最
後
の
一
箭
に
、
平
船
を
沈
め
て
、
弓
の
矛
り
を
示
し
、
三
十
二

歳
で
自
尽
し
果
て
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。（「
保
元
物
語
」
口
碑
）

　

曲
亭
馬
琴
の
「
弓
張
月
」
出
で
て
よ
り
、
鎮
西
八
郎
為
朝
の
伝
説
は

喧
し
く
、
嘉
永
四
年
辛
亥
初
春
に
、
東
都
若
林
堂
か
ら
新
梓
に
な
つ
た

楽
亭
西
馬
の
「
弓
張
月
春
廼
宵
栄
」
出
づ
る
頃
に
は
、
島
の
為
朝
の
稗

史
は
、
全
く
事
実
な
る
が
如
く
に
信
ぜ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
た
。
碑
に
、

島
司
の
娘
簓
江
は
、
為
朝
の
妾
と
な
つ
て
、
三
男
を
生
ま
し
、
女
護
島
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の
長
女
、
又
為
朝
の
妾
と
な
つ
て
二
男
を
生
ま
す
な
ど
い
ひ
伝
へ
、
そ

の
名
を
伝
承
せ
る
も
の
、
多
く
、
稗
史
の
転
じ
て
、
島
の
伝
説
と
な
つ

た
も
の
が
多
い
。（
小
島
宇
都
木
の
為
朝
廟
参
照
。）（
大
島
に
は
、
香
殿

と
呼
ば
れ
る
小
社
が
、
全
島
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
。
香
殿
は
為
朝
を
祀

る
と
い
ふ
。）

大
島
に
流
罪
に
な
っ
た
、
源
為
朝
の
伝
説
で
あ
る
。
為
朝
伝
説
は
、
江

戸
時
代
の
戯
作
者
、
曲
亭
馬
琴
が
書
い
た
『
椿
説
弓
張
月
』
に
よ
っ
て
流

布
し
、
大
島
の
為
朝
伝
説
は
史
実
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
解
説
す
る
。

こ
の
ほ
か
、「
伏
姫
が
窟
」（『
安
房
の
巻
』
五
七
〜
九
六
頁
）
は
『
南
総
里

見
八
犬
伝
』、「
朝
夷
と
小
人
」（『
安
房
の
巻
』
二
一
五
〜
二
二
三
頁
）
は

『
朝
夷
巡
島
記
』、「
児
雷
也
」（『
信
濃
の
巻
』
一
六
三
〜
一
六
四
頁
）
は

『
兒
雷
也
豪
傑
譚
』
と
い
う
書
物
に
よ
り
、登
場
人
物
が
土
地
と
結
び
つ
き
、

伝
説
化
し
た
と
記
す
。

江
戸
時
代
の
戯
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
話
の
登
場
人
物
が
、
物
語

の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
で
、
実
在
の
人
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
伝
説
に
な
っ

た
話
を
「
史
伝
的
伝
説
」（
稗
史
）
に
分
類
し
て
い
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」（
逸
話
的
）

実
在
の
人
物
の
話
で
あ
る
。「
一
茶
」（『
信
濃
の
巻
』
六
七
〜
七
二
頁
）、

「
鼠
樓
栗
新
左
衛
門
」（『
和
泉
の
巻
』
二
八
〜
二
九
頁
）、「
千
利
休
」（『
和

泉
の
巻
』
九
三
〜
一
〇
三
頁
）
と
、
そ
の
土
地
の
著
名
な
人
物
の
逸
話
を

「
史
伝
的
伝
説
」（
逸
話
的
）
に
分
類
し
て
い
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」（
御
幸
）【『
播
磨
の
巻
』「
御
着
」
一
一
二
頁
】

御
国
野
村
大
字
御
着
の
地
は
、
俚
俗
に
、
白
河
の
法
皇
御
幸
の
道
と
い

つ
て
ゐ
る
が
、
実
は
花
山
院
か
後
醍
醐
帝
か
の
誤
り
で
あ
ら
う
（「
播
陽

古
跡
便
覧
」）
と
も
、
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
後
、
御
着
の
陸
地
（
昔
は
、

見
野
村
迄
南
海
の
入
江
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。）
と
も
（「
播
磨
鑑
」）、
国

分
寺
建
立
の
時
（
聖
武
天
皇
の
時
代
。）
勅
使
の
仮
屋
を
営
ふ
処
（「
牛

堂
山
縁
起
」）
と
も
言
は
れ
て
ゐ
る
。

帝
や
上
皇
、
法
皇
、
皇
后
が
そ
の
土
地
に
行
幸
し
た
伝
承
を
、「
史
伝
的

伝
説
」（
御
幸
）
に
分
類
し
て
い
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」（
歌
舞
伎
）

「
熊
谷
直
実
」（『
北
武
蔵
の
巻
』
二
八
五
〜
二
九
五
頁
）
の
『
一
ノ
嫩
軍

記
』
や
「
貫
一
と
宮
」（『
伊
豆
の
巻
』
一
四
五
〜
一
九
六
頁
）
の
『
金
色

夜
叉
』
の
よ
う
に
、
歌
舞
伎
や
小
説
、
お
伽
草
子
の
登
場
人
物
の
伝
承
、

梗
概
、
藤
澤
衞
彦
の
考
察
な
ど
を
、「
史
伝
的
伝
説
」（
歌
舞
伎
）
に
分
類

し
て
い
る
。

「
墳
墓
伝
説
」（
墳
墓
）【『
播
磨
の
巻
』「
小
寺
職
隆
の
墓
」
一
三
一
頁
】

妻
鹿
村
国
府
山
の
麓
に
、
築
垣
厳
重
な
る
石
塔
の
存
す
る
も
の
、
姫
路

城
主
で
あ
つ
た
、
小
寺
美
濃
加
守
職
隆
の
墳
墓
と
言
ひ
伝
へ
て
ゐ
る
。

（「
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
」）
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「
墳
墓
伝
説
」（
墳
墓
）
は
、
二
二
三
話
と
非
常
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
土
地
の
歴
史
上
の
人
物
や
著
名
な
人
物
の
墓
が
あ
る
と
い
う
伝

承
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
な
い
も
の
が
多
い
。

「
墳
墓
伝
説
」（
物
塚
）【『
明
石
の
巻
』「
和
泉
式
部
の
塔
」
二
三
三
〜
二
三
四
一
頁
】

野
口
村
大
字
阪
元
の
小
字
田
坂
と
も
下
居
坂
と
も
い
ふ
地
の
藪
中
に
あ

る
塔
は
、
和
泉
式
部
が
、
書
写
詣
の
時
に
建
て
た
宝
経
印
塔
で
あ
る
と

言
ひ
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。（「
播
磨
鑑
」「
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
」）

歴
史
上
の
人
物
が
物
を
埋
め
た
、
塔
な
ど
を
建
て
た
伝
説
を
、「
墳
墓
伝

説
」（
物
塚
）
に
分
類
し
て
い
る
。

「
墳
墓
伝
説
」（
比
翼
塚
）

「
二
つ
塚
」（『
播
磨
の
巻
』
一
二
七
〜
一
二
八
頁
）
の
一
話
し
か
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
分
類
基
準
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
男
女
の
恋
愛
に

関
連
す
る
塚
の
伝
承
を
「
墳
墓
伝
説
」（
比
翼
塚
）
に
分
類
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
史
伝
的
伝
説
」
で
は
、
実
在
の
人
物
、
架
空
の
人
物
に
限
ら
ず
、
著
名

な
人
物
の
行
動
、
逸
話
な
ど
の
話
を
分
類
す
る
。「
墳
墓
伝
説
」
で
は
、
歴

史
上
の
人
物
の
墓
が
あ
る
と
い
う
伝
承
を
分
類
す
る
。
ど
ち
ら
も
、
そ
の

土
地
の
著
名
な
人
物
の
伝
承
で
あ
る
。
し
か
し
、「
史
伝
的
伝
説
」、「
墳
墓

伝
説
」
と
も
に
、
現
在
の
定
義
で
は
、「
伝
説
」
で
は
な
い
。

Ｄ　

分
類
の
配
列

【
表
２
】『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
配
列

藤
澤
衞
彦
『
日
本
伝
説
叢
書
』

高
木
敏
雄
『
日
本
伝
説
集
』

神
話〔説

明
伝
説
・
神
話
的
伝
説
・
開
闢
伝

説
・
巨
人
伝
説
〕⇦

人
間〔英

雄
伝
説・
美
人
伝
説
・（
天
女
伝
説
）〕

⇦

人
間
と
神
・
怪
異

〔
長
者
伝
説
・
金
鶏
咒
咀
伝
説
・

九
十
九
伝
説
・
宗
教
的
伝
説
・
祭
神

伝
説
・
犬
神
及
猿
神
伝
説
・
鬼
魔
伝

説
・
妖
怪
変
化
伝
説
・
怪
奇
伝
説
・

山
姥
伝
説
・
幽
霊
伝
説
・
人
柱
伝
説
〕

⇦

説
明〔城

跡
伝
説
・
白
馬
伝
説
・
墳
墓
伝
説
〕

⇦

水
界〔古

穴
伝
説
・（
天
界
伝
説
）・水
界
神
話
・

竜
宮
伝
説
・
養
老
伝
説
・（
姥
捨
伝
説
）・

八
百
比
丘
尼
伝
説
・
河
童
伝
説
〕

⇦

自
然〔山

岳
伝
説
・
湖
沼
伝
説
・
沈
鐘
伝

説
・
岩
石
伝
説
・
草
木
伝
説
〕

⇦

説
話〔民

間
説
話
的
伝
説
・
天
然
伝
説
・
史

伝
的
伝
説
・
特
殊
動
物
伝
説
・
音
楽

的
伝
説
・
器
物
伝
説
〕

神
話〔説

明
神
話
的
伝
説
・
巨
人
伝
説
及
両

岳
背
競
伝
説
・
〕⇦

自
然〔九

十
九
伝
説
・
樹
木
伝
説
・
石
伝
説
〕

⇦

説
明〔城

跡
伝
説
及
長
者
伝
説
・
金
鶏
咒
咀

伝
説
〕

⇦

水
界〔椀

貸
穴
伝
説
・
抜
穴
伝
説
・
沈
鐘
伝

説
・
水
界
神
話
的
伝
説
〕

⇦

人
間
と
神
・
怪
異

〔
犬
神
伝
説
及
人
狼
伝
説
・
英
雄
伝
説
・

妻
争
伝
説
・
船
橋
伝
説
・
神
婚
伝
説
・

義
犬
塚
一
名
猿
神
退
治
伝
説
・
縁
起

伝
説
・
民
間
信
仰
篇
・
人
柱
伝
説
〕

⇦

説
話〔民

間
説
話
篇
・
天
然
伝
説
・
准
天
然

伝
説
〕
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最
初
が
「
神
話
伝
説
」
で
あ
る
こ
と
は
、『
日
本
伝
説
叢
書
』、『
日
本
伝

説
集
』
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
が
異
な
る
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、「
英
雄
伝
説
」、「
美
人
伝
説
」
と
、
人
間
に

関
す
る
伝
説
で
あ
る
。
次
が
、
人
間
と
神
、
怪
異
に
関
す
る
伝
説
で
あ
る
。

そ
の
次
が
、「
城
跡
伝
説
」、「
白
馬
伝
説
」、「
墳
墓
伝
説
」
と
、
事
物
の
由

来
を
説
明
す
る
伝
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
水
界
、
自
然
に
関
す
る
伝
説
へ

と
続
く
。
神
々
の
話
か
ら
人
間
の
話
、
自
然
の
話
へ
と
配
列
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

『
日
本
伝
説
集
』
で
は
、
神
話
の
次
が
自
然
、
事
物
の
由
来
を
説
明
す
る

伝
説
、
水
界
、
そ
し
て
人
間
と
神
、
怪
異
に
関
す
る
伝
説
で
あ
る
。
神
々

の
話
の
次
は
、
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
自
然
の
話
、
人
間
が
関
わ
る
話
へ

と
分
類
を
配
列
し
て
い
る
。

人
間
が
関
わ
る
伝
説
の
配
列
が
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』

で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
編
纂

地
域
の
伝
説
を
一
冊
に
ま
と
め
る
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
編
集
方
法
は
、

現
在
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
田
国
男
は
『
木
思
石
語
』
で
、

『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
編
集
方
法
を
批
判
す
る
。

さ
う
か
と
言
つ
て
同
じ
民
族
の
、
始
終
交
通
を
し
て
居
る
各
地
方
の
間

を
、
或
は
武
蔵
の
伝
説
と
か
播
磨
の
伝
説
と
か
い
ふ
や
う
に
区
別
す
る

こ
と
は
、
単
に
採
集
家
の
手
帖
の
都
合
な
ら
ば
兎
に
角
、
之
を
分
類
法

と
名
づ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
や
う
で
あ
る
。
所
謂
地
方
色
は
、
何
れ

も
必
ず
後
代
の
変
化
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
伝
説
の
本
質
又
は

発
生
状
態
と
は
関
係
が
無
い
。
寧
ろ
そ
れ
が
あ
る
為
に
い
よ
〳
〵
対
照

を
必
要
と
し
且
つ
流
伝
の
法
則
が
推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
民
族
が

同
じ
で
あ
る
限
り
、
離
れ
て
住
ん
で
居
て
も
永
く
重
要
な
る
共
通
を
持

つ
て
居
る
こ
と
が
、
伝
説
の
特
色
で
あ
る
。
中
世
以
後
割
拠
に
よ
つ
て

其
事
実
を
発
見
し
得
な
か
つ
た
こ
と
は
、
伝
説
の
衰
微
で
あ
り
又
歴
史

の
紛
雑
で
も
あ
つ
た
。
そ
れ
が
再
び
整
理
せ
ら
れ
て
、
次
第
に
元
の
姿

に
立
ち
復
る
様
に
な
つ
た
の
が
、
自
由
な
る
今
日
の
旅
行
の
御
蔭
だ
と

す
れ
ば
、
分
類
と
は
当
然
に
県
境
郡
境
を
突
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ

け
で
あ
る
。
自
分
な
ど
の
僅
か
な
実
験
に
よ
る
も
、
土
地
々
々
の
蒐
集

家
は
隣
を
知
ら
ず
、
又
適
当
な
標
語
を
知
ら
ぬ
為
に
、
銘
々
が
非
常
に

む
だ
な
骨
折
を
し
て
居
る
。
一
た
び
同
種
の
伝
説
が
同
様
の
条
件
の
下

に
、
次
か
ら
次
へ
発
生
し
得
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
さ
へ
心
づ
け
ば
、

後
に
は
名
称
に
よ
つ
て
型
を
定
め
、
大
部
分
の
重
複
を
筆
記
せ
ず
に
覚

え
て
居
ら
れ
る
の
に
、
い
つ
迄
も
丸
写
し
に
苦
労
し
て
、
却
つ
て
肝
要

な
る
変
化
の
点
を
看
過
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
村
誌
や
郡
誌
の
正

確
な
も
の
を
作
ら
う
と
い
ふ
人
々
は
、
或
は
義
理
に
も
故
老
の
話
を
省

略
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
を
集
め
て
研
究
す
べ
し

と
唱
へ
な
が
ら
、
な
ほ
伝
説
叢
書
の
や
う
に
国
分
け
の
方
法
を
採
つ
た

の
は
、
少
な
く
と
も
読
者
に
対
し
て
不
親
切
な
こ
と
で
あ
つ
た）
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。
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柳
田
国
男
は
、
日
本
人
と
い
う
同
じ
民
族
で
あ
る
た
め
、
距
離
は
離
れ

て
い
て
も
同
種
の
伝
説
の
は
ず
だ
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
ご
と
の

特
色
は
、
伝
説
が
発
生
し
た
後
に
変
化
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
伝
説

の
本
質
と
は
関
係
が
な
い
と
説
明
す
る
。
こ
の
考
え
は
、
柳
田
が
伝
説
に

関
心
を
持
っ
た
初
期
の
頃
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
）

に
発
表
し
た
「
伝
説
の
系
統
及
分
類
」
で
も
、

私
の
見
る
所
で
は
、国
の
端
々
に
亘
つ
て
各
の
山
各
の
川
に
は
必
ず
夫
々

の
伝
説
が
附
随
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
其
形
式
に
は
共
通
の
点
が
多
く
、

数
百
千
の
昔
物
語
は
之
を
分
類
し
て
見
れ
ば
僅
々
十
五
種
か
二
十
種
に

纏
ま
つ
て
居
る
と
思
ふ
。
而
も
同
種
類
の
伝
説
と
云
へ
ば
甲
乙
の
間
に

常
に
大
な
る
差
異
が
無
い
の
み
な
ら
ず
、
各
種
の
伝
説
の
間
に
も
必
ず

顕
著
な
る
脈
絡
系
統
が
あ
る
。
此
事
実
は
即
ち
奥
州
の
外
ヶ
浜
も
筑
紫

の
果
も
甚
だ
近
い
血
族
で
あ
る
こ
と
。
並
に
中
世
の
交
通
が
意
外
に
親

密
で
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
頃
物
の
序
に
諸
国
の
古

伝
説
を
少
し
く
集
め
て
見
て
、
偶
然
に
も
こ
の
愉
快
な
る
現
象
を
発
見

し
た
の
で
あ
る）
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と
記
す
。
日
本
の
伝
説
に
は
共
通
点
が
多
い
の
は
、
日
本
人
と
い
う
同
一

の
民
族
で
あ
る
こ
と
、
中
世
の
交
通
が
親
密
で
あ
っ
た
た
め
、
距
離
の
離

れ
た
地
域
で
も
交
流
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

柳
田
国
男
は
、
日
本
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
説
の
本
質
は
同
じ
で
あ
り
、

地
域
に
よ
る
違
い
は
、
伝
説
が
伝
承
さ
れ
る
に
つ
れ
変
化
し
た
か
ら
だ
と

考
え
た
。
そ
の
た
め
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
よ
う
な
、
地
域
ご
と
に
編
纂

す
る
方
法
は
無
意
味
だ
と
述
べ
る
。

一
方
、
藤
澤
衞
彦
は
地
域
ご
と
の
伝
説
の
特
色
を
説
く
。『
日
本
伝
説
叢

書
』
各
巻
の
冒
頭
で
は
、
地
域
に
お
け
る
伝
説
の
特
徴
を
説
明
す
る
。

【『
北
武
蔵
の
巻
』
緒
言
】

北
武
蔵
に
於
け
る
伝
説
の
特
異
な
る
点
は
、
昔
、
坂
東
武
者
の
根
拠
地

で
あ
つ
た
だ
け
、
英
雄
伝
説
と
説
明
伝
説
と
の
非
常
に
多
い
事
と
、
海

に
接
し
て
を
ら
な
い
の
で
、
海
の
伝
説
の
皆
無
で
あ
る
事
等
で
あ
る
。

【『
信
濃
の
巻
』
緒
言
】

　

山
の
信
濃
に
は
、山
岳
伝
説
が
非
常
に
多
い
。
木
曽
山
脈
の
主
峯
駒
ヶ

嶽
、
赤
石
山
脈
の
主
峯
赤
石
嶽
を
始
め
、
い
つ
も
三
筋
の
糸
を
曳
く
浅

間
山
（
山
岳
出
現
伝
説
）、夏
で
も
寒
い
木
曽
の
御
嶽
（
山
間
英
雄
伝
説
）

か
ら
、
飯
縄
山
（
祭
神
説
明
伝
説
）、
九
頭
竜
山
（
宗
教
的
縁
起
伝
説
）、

一
夜
山
（
九
十
九
伝
説
）、
一
重
山
（
歌
謠
伝
説
）、
焼
棚
山
（
怪
火
伝

説
）、
八
ヶ
嶽
（
飛
脚
篝
伝
説
）、
虫
倉
山
（
馬
屋
の
神
馬
伝
説
）、
四
阿

山
（
地
名
説
明
伝
説
）、
鴻
の
巢
（
変
態
伝
説
）、
虚
空
蔵
山
（
何
ぢ
や

も
ん
ぢ
や
伝
説
）、
金
峰
山
（
笛
伏
伝
説
）、
立
科
山
（
怪
奇
伝
説
）、
二

つ
山
（
民
間
禁
呪
）
等
、
各
特
異
の
伝
説
を
秘
め
て
ゐ
る
。
…
中
略
…

　

か
う
し
た
多
く
の
山
岳
中
、
活
火
山
た
る
も
の
は
、
浅
間
・
御
嶽
の

二
山
で
あ
る
が
、
休
止
火
山
は
豊
富
で
、
中
に
は
、
山
貌
既
に
著
し
く

頽
毀
し
て
、
火
山
た
る
事
を
識
別
し
難
い
も
の
も
多
い
。
け
れ
ど
も
、
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其
余
勢
、
猶
温
泉
と
な
つ
て
露
れ
、
澁
（
高
梨
家
に
関
す
る
伝
説
）、
白

骨
（
化
石
伝
説
）、
中
房
（
鬼
賊
退
治
英
雄
伝
説
）、
山
辺
（
地
名
説
明

伝
説
）、
田
中
（
民
間
説
話
的
伝
説
）
沓
掛
（
石
芋
伝
説
）、
別
所
（
湧

泉
伝
説
）、
の
諸
温
泉
、
雉
子
の
湯
（
地
名
説
明
伝
説
）、
綿
の
湯
（
湧

泉
伝
説
）、
鹿
教
湯
（
地
名
説
明
伝
説
）
等
、
温
泉
地
特
異
の
伝
説
も
多

分
に
あ
る
。

【『
伊
豆
の
巻
』
緒
言
】

　

半
島
の
中
央
に
峭
起
し
て
ゐ
る
天
城
嶺
は
、
伊
豆
を
自
ら
南
北
に
別

ち
、
嶺
南
を
奥
伊
豆
（
賀
茂
）
と
呼
び
、
嶺
北
を
口
伊
豆
（
田
方
）
と

称
へ
て
ゐ
る
が
、
歴
史
の
事
件
が
、
最
も
口
伊
豆
に
醸
さ
れ
て
ゐ
た
の

で
、
伊
豆
の
伝
説
は
、
過
半
此
地
方
に
存
し
て
ゐ
る
と
言
つ
て
よ
く
、

且
、
歴
史
の
事
件
が
多
分
に
持
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
土
地
だ
け
に
、
其
伝

説
も
歴
史
上
の
事
件
と
並
ん
だ
説
明
的
伝
説
が
最
も
多
い
の
で
あ
る
。

　

殊
に
、
平
治
の
乱
後
蛭
小
島
に
流
さ
れ
て
来
た
源
頼
朝
に
関
す
る
伝

説
の
夥
し
い
事
は
、
殆
ん
ど
数
ふ
る
に
辺
も
あ
る
ま
い
。
…
中
略
…

　

翻
つ
て
、
奥
伊
豆
を
見
る
に
、
天
城
嶺
を
隔
て
ゝ
交
通
の
不
便
の
地

で
あ
つ
た
為
め
か
、
自
ら
口
伊
豆
の
秘
め
て
を
る
伝
説
と
は
異
な
る
も

の
が
あ
る
。
大
蟹
の
伝
説
と
い
ひ
、
石
廊
権
現
の
伝
説
と
い
ひ
、
下
田

富
士
の
伝
説
と
い
ひ
、
民
間
説
話
的
た
る
怪
異
の
伝
説
に
富
ん
で
ゐ
る

傾
に
な
つ
て
、
僅
に
昔
下
河
津
に
曽
我
兄
弟
の
偲
ば
る
ゝ
史
的
伝
説
と
、

頼
朝
が
旗
上
当
時
の
主
な
る
も
の
が
あ
る
ば
か
り
で
、
此
地
を
縦
横
闊

歩
し
た
説
明
的
英
雄
伝
説
の
伝
は
れ
る
も
の
は
甚
だ
稀
で
あ
る
。

【『
下
総
の
巻
』
緒
言
】

下
総
に
は
、
伝
説
的
人
物
と
し
て
、
世
間
に
有
名
と
な
つ
て
ゐ
る
者

が
二
人
あ
る
。
一
人
は
、
相
馬
に
偽
都
を
構
へ
て
、
平
新
皇
と
僣
称

し
、
天
慶
の
御
代
を
乱
し
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
平
将
門
、
今
一
人

は
、
佐
倉
宗
五
郎
の
名
に
知
ら
れ
た
印
旛
郡
公
津
村
の
義
人
で
、
所
謂

三
百
八
十
九
箇
村
の
民
に
代
り
、
強
訴
の
罪
を
犯
し
た
と
い
ふ
台
方
の

大
庄
屋
木
内
宗
吾
、
こ
の
二
人
で
あ
る
。

『
北
武
蔵
の
巻
』
で
は
、
北
武
蔵
に
は
、
海
が
な
い
た
め
に
、
海
に
関
す

る
伝
説
が
な
い
。『
信
濃
の
巻
』
で
は
、
信
濃
に
は
山
が
多
い
た
め
、
山
岳

伝
説
と
温
泉
伝
説
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
地
形
が
伝
説
の
発
生
や
伝
承
に

も
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
土
地
と
歴
史
上
の
人
物
と
の

結
び
つ
き
も
指
摘
す
る
。『
伊
豆
の
巻
』
で
は
、
源
頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ

た
た
め
、
源
頼
朝
の
伝
説
が
多
い
。『
下
総
の
巻
』
で
は
、
平
将
門
が
相
馬

に
偽
都
を
構
え
た
た
め
、
平
将
門
に
関
す
る
伝
説
が
多
い
。
土
地
に
縁
が
あ

る
歴
史
上
の
人
物
の
伝
説
が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
藤

澤
衞
彦
は
、「
伝
説
」
が
作
り
出
さ
れ
る
の
に
は
、
そ
の
土
地
の
地
理
的
環

境
と
歴
史
上
の
人
物
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

柳
田
国
男
は
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
伝
説
」
か
ら
、
日
本
の
伝
説

の
本
質
を
見
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
質
と
は
関
係
の
な
い
、
地
域
に

よ
る
違
い
を
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
藤
澤
衞

彦
は
、「
伝
説
」
の
生
成
理
由
を
見
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
伝
説
」

が
生
成
さ
れ
る
理
由
に
は
、
地
域
の
地
形
、
歴
史
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の

た
め
、
地
域
別
の
『
日
本
伝
説
叢
書
』
を
編
纂
し
た
の
で
は
な
い
か
。
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四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
分
類
を
中
心
に
考
察
し
た
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、
現
在
の
「
伝
説
」
の
概
念
で
は
「
伝
説
」
に

は
含
ま
な
い
、
雑
多
な
伝
承
が
、「
伝
説
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
混
沌
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
高
木
敏
雄
が
使
い
始

め
、
柳
田
国
男
が
理
論
を
築
き
上
げ
た
、
現
在
の
「
伝
説
」
の
概
念
が
確

立
す
る
前
は
、
土
地
で
伝
承
さ
れ
る
事
物
の
由
来
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
な
い
俗
信
や
民
俗
、
年
中
行
事
ま
で
も
「
伝
説
」
に
含
め
る
、

広
義
の
考
え
方
も
あ
っ
た
。
藤
澤
衞
彦
は
、
広
義
の
概
念
で
「
伝
説
」
を

捉
え
て
い
た
た
め
、
現
在
の
「
伝
説
」
の
概
念
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
伝

承
も
『
日
本
伝
説
叢
書
』
に
収
録
し
た
。
藤
澤
衞
彦
の
考
え
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
時
代
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。

『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類
名
は
類
似
し
て
い
る
。

藤
澤
衞
彦
が
『
日
本
伝
説
叢
書
』
を
出
版
す
る
四
年
前
、高
木
敏
雄
は
『
日

本
伝
説
集
』
を
出
版
し
て
い
る
。
藤
澤
衞
彦
は
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類

名
を
参
考
に
し
て
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
分
類
名
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
分
類
に
す
る
か
、
小
分
類
に
す
る
か
に
差
違
が
あ
る
。
高

木
敏
雄
は
分
類
を
系
統
立
て
て
考
え
て
い
た
が
、
藤
澤
衞
彦
は
無
自
覚
に

分
類
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
藤
澤
衞
彦
は
、
土
地
に
縁
が
あ
る
歴
史
上
の
人
物
の
墓
の
場

所
を
「
墳
墓
伝
説
」
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
、
土
地
の
著
名
な
人
物
に
関

す
る
話
や
創
作
さ
れ
た
話
の
登
場
人
物
に
関
す
る
話
を
「
史
伝
的
伝
説
」

に
分
類
し
た
。
歴
史
上
の
人
物
の
伝
説
は
、「
英
雄
伝
説
」、「
美
人
伝
説
」

に
も
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
分
類
は
、
モ
チ
ー
フ
毎
に
細
か
く

分
類
さ
れ
て
い
る
。
藤
澤
衞
彦
は
人
物
に
関
す
る
伝
説
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
と
『
日
本
伝
説
集
』
の
分
類
の
配
列

か
ら
も
わ
か
る
。『
日
本
伝
説
叢
書
』
で
は
、
神
話
的
伝
説
の
次
に
、
人
間

に
関
す
る
伝
説
を
位
置
づ
け
る
。
藤
澤
衞
彦
は
、
歴
史
上
の
人
物
に
関
す

る
伝
説
を
重
視
し
た
の
で
は
な
い
か
。
柳
田
国
男
が
人
物
名
な
ど
の
固
有

名
詞
で
は
な
く
、『
日
本
伝
説
名
彙
）
21
（

』
で
木
や
石
な
ど
の
事
物
に
よ
り
分
類

し
た
こ
と
と
は
、
考
え
方
が
異
な
る
。

柳
田
国
男
は
、
伝
説
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
質

と
は
関
係
の
な
い
、
土
地
ご
と
の
特
徴
に
は
目
を
向
け
な
か
っ
た
。
一
方
、

藤
澤
衞
彦
は
、
伝
説
の
生
成
理
由
に
注
目
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
土

地
の
地
理
や
歴
史
が
伝
説
の
生
成
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
た
た
め
、
歴

史
上
の
人
物
の
伝
説
を
細
か
く
分
類
し
た
り
、
話
に
は
な
っ
て
い
な
い
伝

承
も
『
日
本
伝
説
叢
書
』
に
収
録
し
た
の
で
は
な
い
か
。

藤
澤
衞
彦
の
伝
説
の
概
念
、
伝
説
か
ら
何
を
見
い
だ
す
か
が
、
柳
田
国

男
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
木
敏
雄
の
分
類
と
比
較
し
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
理
論
的
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
問
題
に
は
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
伝
説
を
地
理
的
環
境
、
歴
史
と
結
び
つ
け
て

考
え
よ
う
と
す
る
な
ど
、
現
在
の
伝
説
研
究
に
通
じ
る
点
も
あ
る
。
藤
澤

衞
彦
の
伝
説
研
究
を
再
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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附
記本

論
文
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
七
日
に
國
學
院
大
學
で
行
わ
れ
た
、
第

三
九
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
で
の
口
頭
発
表
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で

あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、『
日
本
伝
説
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
た
伝
説

の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

注（
1
） 

朝
日
新
聞
社
（
鈴
木
兼
吉
）
編
著
『
山
の
伝
説
と
情
話
』
一
九
二
二　

朝
日
新
聞
社
。
藤
澤
衞
彦
は
「
日
本
山
岳
伝
説
系
統
と
其
の
環
境
に

就
い
て
」、
高
木
敏
雄
は
「
山
岳
伝
説
所
感
」
を
掲
載
し
て
い
る

（
2
） 

朝
日
新
聞
社
（
鈴
木
兼
吉
）
編
著
『
海
の
伝
説
と
情
話
』
一
九
二
三　

朝
日
新
聞
社
。
高
木
敏
雄
は
一
九
二
二
年
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た
た

め
、
藤
澤
衞
彦
の
み
が
寄
稿
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
3
） 『
日
本
伝
説
集
』
は
、
二
〇
一
〇　

筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

に
よ
る
。
以
後
、『
日
本
伝
説
集
』
の
引
用
は
、
同
書
に
よ
る

（
4
） 「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
一
一
年
十
二
月
七
日
か
ら
募
集
し
て
い
る
。

『
朝
日
新
聞
』〈
復
刻
版
〉
明
治
編　

二
〇
〇
二　

日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
。
以
後
、「
朝
日
新
聞
」
の
引
用
は
、
同
書
に
よ
る

（
5
） 

拙
稿
「
伝
説
研
究
史
再
考
│
藤
沢
衛
彦
の
伝
説
研
究
の
背
景
│
」

『
昔
話
伝
説
研
究
』
第
三
十
号　

二
〇
一
〇
を
参
照

（
6
） 『
播
磨
の
巻
』
は
掲
載
し
て
い
な
い
。『
北
武
蔵
の
巻
』
と
『
阿
波
の
巻
』

に
は
「
古
城
址
」
の
他
に
「
国
郡
司
」
も
掲
載
し
て
い
る

（
7
） 『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
伝
説
で
は
、「
参
照
」
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
て

い
な
い
巻
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
名
は
以
下
の
通
り
。
陸
奥
の
巻
・

下
野
の
巻
・
上
野
の
巻
・
近
江
の
巻
・
越
後
の
巻
・
越
中
の
巻
・
能

登
の
巻
・
越
前
の
巻
・
若
狭
の
巻
・
磐
城
の
巻
・
中
武
蔵
の
巻
・
東

京
の
巻
・
相
模
の
巻
・
甲
斐
の
巻
・
駿
河
の
巻
・
尾
張
の
巻
・
伊
勢

の
巻
・
志
摩
の
巻
・
山
城
の
巻
・
摂
津
の
巻
・
大
和
の
巻
・
丹
波
の

巻
・
丹
後
の
巻
・
京
都
の
巻
・
因
幡
の
巻
・
伯
狭
の
巻
・
出
雲
の
巻
・

石
見
の
巻
・
備
中
の
巻
・
備
後
の
巻
・
長
門
の
巻
・
紀
伊
の
巻
・
淡

路
の
巻
・
金
毘
羅
の
巻
・
土
佐
の
巻
・
筑
前
の
巻
・
肥
前
の
巻
・
佐

賀
の
巻
・
肥
後
の
巻
・
琉
球
の
巻

（
8
） 

藤
澤
衞
彦
『
日
本
伝
説
研
究
』
第
三
巻　

一
九
三
一　

六
文
館

（
9
） 

藤
澤
衞
彦
編
著
『
日
本
歌
謡
叢
書　

日
本
の
俗
謡
』（
一
九
二
一　

日
本
伝
説
叢
書
刊
行
会
）
と
、
藤
澤
衞
彦
編
著
『
日
本
歌
謡
叢
書　

日
本
の
流
行
唄
』（
一
九
二
二　

日
本
伝
説
叢
書
刊
行
会
）
の
巻
末

に
掲
載
さ
れ
た
広
告
に
よ
る
と
、
一
冊
二
円
五
十
銭
で
、
見
本
と
し

て
分
冊
す
る
場
合
は
三
円
で
あ
っ
た
。
後
に
、
二
円
二
十
銭
、
分
冊

は
一
冊
単
価
二
円
七
十
銭
（
郵
税
十
二
銭
）
に
変
更
し
た
。（『
日
本

伝
説
叢
書
』
同
封
の
広
告　

筆
者
蔵
）

（
10
） 
藤
澤
衞
彦
『
図
説
日
本
民
俗
学
全
集　

第
一
巻　

神
話
・
伝
説
編
』

一
九
五
九　

あ
か
ね
書
房　

二
五
三
頁

（
11
） 

日
本
伝
説
学
会
編
『
伝
説
』
第
一
巻
〜
第
三
巻
（
一
九
二
六
〜

一
九
二
七
）
所
収
の
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
広
告
に
よ
る
。「
会
員
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名
簿
焼
失
に
就
き
旧
会
員
の
住
所
氏
名
至
急
御
通
知
を
乞
ふ
」、「
本

叢
書
は
刊
行
以
来
未
曽
有
の
好
評
を
博
し
た
る
も
、
過
般
の
大
震
災

に
不
幸
に
し
て
原
稿
・
紙
型
共
に
烏
有
に
帰
し
一
時
刊
行
中
止
の
止

む
な
き
に
至
り
し
が
、
編
著
者
の
殆
ど
不
眠
不
休
の
努
力
に
よ
つ
て

今
夏
よ
り
続
刊
の
運
び
と
な
る
も
の
、
旧
会
員
は
勿
論
、
汎
く
世
の

同
情
と
御
援
助
を
希
ふ
。」
と
記
す

（
12
） 

藤
澤
衞
彦
『
純
日
本
童
話
集 

第
一
集 

滑
稽
童
話
集
』
一
九
二
一　

国
民
書
院　

一
八
九
頁
。
な
お
、「
ち
よ
ん
き
り
の
ち
よ
ん
さ
ん
」
の

『
日
本
昔
話
大
成
』
で
の
話
型
名
は
「
長
い
名
の
子
」
で
あ
る

（
13
） 

片
山
寛
『
英
文
み
だ
れ
草
』
一
九
一
六　

冨
山
房

（
14
） 

注
（
9
）
参
照

（
15
） 『
北
武
蔵
の
巻
』
の
「
緒
言
」
で
の
分
類
の
説
明
と
『
日
本
伝
説
集
』

の
「
著
者
に
よ
る
解
説
」
で
の
説
明
が
類
似
し
て
い
る

（
16
） 

初
出
は
一
九
四
〇
年
。
以
後
、『
伝
説
』
の
引
用
は
、『
柳
田
国
男
全

集
』
第
十
一
巻　

一
九
九
八　

筑
摩
書
房
に
よ
る

（
17
） 

柳
田
国
男
は
『
民
間
伝
承
論
』（
初
出
は
一
九
三
四
年
）
で
も
、「
伝

説
と
い
ふ
語
は
今
日
稍
其
範
囲
が
定
っ
て
来
た
や
う
で
あ
る
が
、
ま

だ
曖
昧
な
使
ひ
方
を
し
て
居
る
人
が
、
是
を
研
究
し
て
居
る
と
思

は
れ
て
居
る
側
の
人
々
の
中
に
も
あ
る
。」
と
「
伝
説
」
の
範
囲
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。『
柳
田
国
男
全
集
』
第
八
巻　

一
九
九
八　

筑
摩
書
房　

一
五
六
頁

（
18
）「
墳
墓
伝
説
」（
糠
塚
）
は
、『
日
本
伝
説
集
』「
第
六　

城
跡
伝
説
及

長
者
伝
説
」（
甲　

城
跡
伝
説
）
の
「
イ　

姫
神
山
」
に
「
糠
塚
伝

説
」
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。「
墳
墓
伝
説
」（
貝
塚
）
は
、
伝
説
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い

（
19
） 「
木
思
石
語　

四
」『
旅
と
伝
説
』
一
九
二
八
年
十
一
月
。『
柳
田
国

男
全
集
』
第
十
三
巻　

一
九
九
八　

筑
摩
書
房　

二
五
二
頁

（
20
） 

初
出
『
太
陽
』
第
十
六
巻
十
六
号　

一
九
一
〇
年
十
二
月
。『
柳
田

国
男
全
集
』
第
二
十
三
巻　

二
〇
〇
六　

筑
摩
書
房　

七
一
〇
頁

（
21
） 

柳
田
国
男
監
修
『
日
本
伝
説
名
彙
』
一
九
五
〇　

日
本
放
送
出
版
協
会
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